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問題の所在

不登校，いじめ，非行，暴力など学校にお

ける児童・生徒の適応上の問題が指摘される

中(文部科学省. 2012). すべての児童生徒が

問題を抱える可能性があることを想定し予防

教育の重要性が指摘されている(山崎， 2013)。

現在，予防教育としてソーシャル・スキル・

トレーニング，干茸成的グループ・エンカウン

ター， ピア・サポートなどが行われている。安

藤 (20l3)は予防教育の実施状況や実施理由に

ついて教師を対象に調査を行い，現代の日本の

子どもは他者と適切なコミュニケーションをと

り他者と適切な関係を持つ能力が不足している

と指捕している。このように， コミュニケー

ションに関する指導の必要性が認識されてお

り，今後益々，積極的に取り組まれることが予

想される。

コミュニケーションスキルの中でも人の話

を聴くことは最も重要なスキルとされ (Purdy，

1997). r聴く能力Oisteningcompetence) Jは，
より生産的な関係， より高い関係満足度，学業

や仕事における成功，ヘルスケア対策につなが

ることが明らかにされている (Bodie& Fitch-

Hauser，2010)。また.r聴く」ことは，聴き手が
語り手に存在を与える行為であり，またそれと

同時に，聴き手も語り手から存在を与えられる

という相互的な意味を持つ行為である(村田，

1998 ;鷲田.1999)。したがって，他者と関わり

合いながら生きていくことが求められる人間社

会において.r聴く」ということは極めて重要
なコミュニケーションの要素であると考えられ

る。

このように rJ抱く」ことはこれまでにも注目
され，対人関係における重要性が指摘されてき

たものの，対人コミュニケーション研究におい

て研究の中核要素として取り扱われてきではお

らず，多くの部分が実証的に明らかにされてき

ていない (Bodie，2011)。日本においては.r聴
く」ことに関して，授業場面における児童の聴

く行為に関する研究(たとえば，一柳. 2008. 

2009) .聴く行為の作用に関する研究(たとえ

ば，畑中.2010). J穂くスキルに関する研究(た

とえば，金山・中台・前田.2004 ;藤原・ j賓口，

2012. 2013)があり，これらの研究から「聴く J

という行為についての行動的側面や認知的側面

の特徴が明らかにされてきている。一方，コ

ミュニケーション場面において「聴き手jの聴

き方が話し手からどのように受け取られ，評価

されているのかについては明らかにされていな

し'0

Bodie et a1. (2012) によ~'Lば\コミュニケー

ションの場面において人は暗黙のうちに聴き手

の行動を評価しており，その評価がその後の関

係性を決定している。社会的認知研究では，人

物表象の形成を行う際の 他者に関する情報を
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互いに結びつけまとめようとする処理は，体制

化(organization) と呼ばれる(坂元. 1998)。

話し手による聴き手の行動や特性同町ibution)

の体制化によって聴き手が「よい聴き手jであ

るか否かが決定される。そのため「よい聴き手J

になるための指導を行うことを考えるi夜話し

手のもつれ陪、く」ことに関する行動や特性の体

制化を検討することは不可欠であると考えられ

る。

近年アメリカでは，コミュニケーション学の

分野の Bodieらの研究グループが社会的認知の

観点から「聴く jこと(以下 listening)に関する

行動や特性の体制化について一連の研究を行っ

ている (Bodieet al.， 2011， 2012ほか)。具体的に

は，大学生を対象に調査を行い.1聴くことにつ
いての暗黙の理論(imp1icittheory of listening; 

以下 ITL)Jの仮説モデルを作成し他のコミュ

ニケーション概念に関する暗黙の理論との比較

から. ITLの相対的位霞づけを試みている。

本論文は. Bodie et al. (2011. 2012)のITL

に関する一連の研究をレピ、ユーし近年積極的

に行われている児童生徒に対する予妨教育とし

てのコミュニケーションに関する指導の一助と

なることを目的とする。

初対面における聴くことについての

暗黙の理論 (ITL)の探索的検討

Bodie et al. (2012)は初対面の場面で機能す

るITLを明らかにすることを目的とし，初対面

における効果的な listening. それと関連する行

動と特性について 3つの研究を行った。対象者

は大学生で、研究 lと3は350名，研究2は150名

であった。

研究 lでは，対象者は共通の友人からA1ex

を紹介されるという架空場面でのやりとりを想

像し(5分間).①自己紹介，②話の内容，③

会話の終わり方，を具体的に考えるよう指示

された。 20個の回答構を用意し. 1初対面の人

(A1ex) について fコミュニケーション能力が
高いjという印象を持つことに影響を与える特

性もしくは行動jを記述してもらったO その

後，各記述に対して 6件法(聴く能力の「特鍛

である (6)J~1特徴ではない( 1 ) J) で回

答を求め.listeningに関する 5つの特性 (1理

解している (understanding)J 1反応がよい
(responsiveness) J 1注意深い (a仕entive)J 1会
話がスムーズに進む (conversationalflow) J 1親

しみやすい (friendly)J. Table 1参照)を明らか
にした。研究2では 対象者は，研究 1で明ら

かになった 5つの特性と.rよい聴き手 (good
listener) Jを合わせた 6つのうち 1つを割り当

てられ，その特性が他者にあると判断する場

合，その判断に影響を与える特徴的な行動を記

述するよう求められた。特徴的な行動を最大で

8つ記述した後，それらの行動と「聴く能力J

との関連について 6件法での屈答が求められ，

listeningに関する特性と関連する行動が明らか

にされた。研究3では 対象者は研究2で見出

された19の行動に対して，①聴き手としての印

象との関連 (1全く関係ない (l)J~1非常に関

係ある(6 ) J).② listening行動との関連 (1~ 
19位に}II買位づけ).③6つの特性との関連 (1全

く関係ない (l)J~1非常に関係ある( 6 ) J) 

について回答を求められ，それぞれの行動の印

象形成における重要性の程度と特性との関連が

検討された。

研究 1~3 の結果から初対面の際に適用され

うる ITLの仮説モデルが示された (Figure.1 ) 0 

Figure.1の長方形は listeningに関連する行動，

楕円は listeningに関連する特性を示している。

函の左右にある行動は因子分析の結果得られ

た. 5つの言語行動と 6つの非言語的行動であ

り，図の上下にある行動は，言語/非言語行動

に分類されなかったが印象形成に重要なものと

考えられるものである。分析の結果，各行動は

1つ以上の特性を説明することが明らかになっ

た。楕円で示された特性は「聴く能力Jと関連
があると評価された頗に上から下へと配量され

ている。特性向土の距離は各特性の関連の強さ

を示している。「親しみやすいJという特性を持
っと判断される人は伺時に「注意深いJとも判

断されやすく.r反応、がよいjとも判断されやす
いことを示している。 Figure.lから判断すると
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カテゴ1)

理解している

understanding 

反応のよさ

responslveness 

注意深い

attentive 

定義

Table 1 listeningに関する特性についての定義と回答例 (Bodieet aし 2012を参考に筆者作成)

理解や思いやりの表出についての表現

相手の反応のよさについての表現

回答例

理解している.思いやりがある.理解を示してい

る

よく}文応している，在、が話している時にうなずい

ている.興味を示している，適切な返事をくれる

相手が注意を払っているということについ、
注意を払っている，注意深い集11:1している

ての認識を示す表現

親しみやすい

friendly 

会話がスムーズに進む会話のスムーズさに関する行動についての会話を独り占めしない，話している問は黙ってい

conversational flow 表現 る，ぎこちなさがない

温かく親しみやすい性格についての表現 親しみやすい，笑顔でいる.友好的.魅力がある

三号音li
Z司ロロ

話題に適した返事

(会話を広げる返事与
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Figure.1 聴くことについての暗黙の理論(ITL)の仮説モデル (Bodieet a1.， 2012をもとに筆者作成)
※ Bodie et a1.によると 圏中の実線と点線による書き分けは見やすさのためである D

「理解しているJかどうかや「会話がスムーズ、に
進む」かよりも， I注意深さjや「反応、のよさj

「親しみやすさjの方が「よい聴き手」であると

いう判断により影響を及ぼすことがわかる。

以上のように Bodieet a1. (2012)は.Iよい聴

き手jとしての印象を形成するためには.r親し
みやすさJI注意深さJI反応のよさJI会話がス

ムーズに進むJI理解している」という 5つの特

f笠カ古関係していることを明らかにした。しかし

Figure.1を見ても分かるように，行動と特性と

の関連は非常に複雑なものであり，今後精査し

ていく必要がある。

暗黙の理論における聴くことについての

暗黙の理論 (ITL)の相対的位置づけ

上記の研究に続き Bodieet al. (2011)は，会

話相手の「能力 (competence)Jを判断する際

に用いられる暗黙の理論の中で， ITLの相対的

位置を明らかにすることを目的として2つの研

究を行った。

研究 1ではコミュニケーション能力
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(communicative competence;以下 CC)，i聴く

能力(以下 LC)J，ソーシャルスキル (sociaI

skiIls;以下SS)の3つについての暗黙の理論そ
れぞれと competency研究で明らかにされてい

る下位特性との間の関係を検討したD 研究2で

は， Kruglanski (1990)のLET(Lay Epistemic 

Theory) を用い， 3つの暗黙の理論間の関係を

検討した。対象者は研究 1が大学生68名，研究

2はアメリカ南部17大学の学生154名であった。

研究1は， CC， LC， SSの定義を伝えた後，
先行研究で明らかになった特性のリストを提

示し初対面の相手の「能力jを判断する際，

それぞれの特性を判断材料として用いるか否

か，またそれぞれの特性について， CC， LC， 
SSのどれに関連すると思うか回答を求めた。
CC， LC， SSそれぞれに回答された特性の回答
頻度について検討を行った結果， 3つのうち

1つの暗黙の理論と関連しているのは47ある

特性のうち16の特性だけであることが明らか

になった (CC=7，LC= 1， SS=8)。また， B音
黙の CC理論には「表現力豊か (expressive)J 

「説得力がある (persuasive)J iアサーテイブ

(assertive) J rきちんとした (organized)J r知的
な(intelligent)J rオープンで率直な (openand 
direct) J rトピックに対する自分の考えを持っ
ている (biased:for or against a topic) Jなと¥個

人的な特徴に関する特性が含まれており，暗黙

のSS理論には「他者志向的な (other“oriented)J 
f親しみやすい(企iendly)J r助けになってくれ
る (helpful)J i社交的な (outgoingdemeanor) J 
などのポジティブな特性が含まれていた。さら

に， ITLを特徴づけていた唯一の特性は「注意
深さ (attentiveness)Jであった。

研究 lにおいて 3つ暗黙の理論それぞれと関

連する特性が明らかになったところで，研究2

ではCC，LC， SSの相対的関係を検討してい
る。 Bodieet al. (2012)によって明らかにされ

たITLに含まれる 5つの特性と 3つの「能力J，
計8つの組み合わせからなる28項目をランダム

に対象者に提示し組み合わされている特徴の

一方が他方を合意すると思うかどうかについて

9 件法(，全くそう思わない (l)J~rとても

そう思う(9 ) J)で回答を求めた。それぞれの

組み合わせの一方の得点を基準としその得点

と他方の得点との差を検定するため， 1サンプ

ルの t検定を行い，それぞれの「能力jや特性

がどのように印象形成の指標となるのかを検討

した。その結果， 3つの「能力Jについて，下

位特性の数が多かったのはCC，SS， LCの!JI真で
あり， CCが「反応がよいJ，注意深いJ，理解
しているJの3つを含意しているのに比べ， LC 
は「理解しているJ1つしか含意していないと

いう結果であった。また「能力j関の関係につ

いて検討した結果 SSとLCの間に有意な差は
認められなかったが， CCとSS.CCとLCの簡
には有意な差が認められ， CCはSSとLCを合
意することが明らかになった。

研究1. 2の結果はCCが暗黙の理論の中で
中核をなすものとして位置しており， LCとSS
はCCの下位に含まれる特性の 1つであること

が明らかになった。このことは. Iよい聴き手J
と判断されるということが能力高いコミュニ

ケーターとして判断されるための第一歩である

ことを示唆する。

今後の課題

Bodieらの研究グループによる ITLに関する

研究の結果. ，親しみやすさJI注意深さJI反

応のよさJr会話がスムーズに進むJI理解して
いる」の 5つが「よい聴き手jの持つ特性であ

り，また， Iよい聴き手Jとしての印象形成を
通して能力が高いコミュニケーターとしての印

象が形成されるということが示唆された。しか

し今回の結果では行動と特性との関連は非常

に複雑なものとして現れており，具体的にどの

ような行動をとることがどのlisteningに関連す

る特性につながるのかは明確になっていない。

また，対象がコミュニケーションについて学

ぶ大学生に限られていることから，今回の調査

結果が他の対象に対しても適用可能であるかを

検討するため，今後，より幅広い対象に対して

調査を行う必要があると考えられる。

さらに，日本語による会話について，相づち
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や繰り返し，言い替え等により相手の発話の確

認・補強・文の完成を行う「共話」的性質が大

きな特徴として指摘される(水谷， 1988)なと¥

英語による会話と日本語による会話には会話

の性質が異なる。そのため， Bodieらの研究グ

ループによる調査結果が， 百本語によるコミュ

ニケーションにも適用可能であるかを検討する

必要があると考えられる。

このような限界はあるものの，話し手による

聴き手の行動や特性の体制化についての最初の

理論モデルをもたらした Bodieらの研究グルー

プの研究成果は大きな意味のあるものであり，

今後，更なる検討を行うことにより，予防教育

としてのコミュニケーションに関する指導の一

助となる知見が得られると考えられる。
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